


































新全集ではこの部分を「右大臣の秘蔵して るとかいう女君も、この宮（源氏宮）のご器量にはとても及ばな でしょう。あの は皇孫 ように上品ぶって、よそよそしく、鼻が高くて際立った形ではなかろうかと推し量られます。 」 訳す。　
問題はこの「孫王だち」 （イ）と「そばそばしう」 （ロ）である。






























































































まず （イ） から考える 「そうかたち」 「そこかたち」 「かたち」 「そ





みが、容貌そのものではなく、右大臣女の態度や雰囲気について述べていることにな 右大臣の娘は宮腹のようであり、それゆえに、右大臣がことさら かしづ て、そのよう 誇りかに育てているということになる。 「たちて」とある で 実際 皇孫 る必要はないがこの先の箇所に みづからくゆ 宮腹 一人娘のやうに あらん」とある で、右大臣の娘は宮腹か、あるい そこまではいなくとも皇統はひいてい のであろう 諸本の異同 中で、こ 語のみが意味合 を異にするという点は注意しておく必要がある。　
今一つ、堀川関白はこの発言の冒頭で「この御かたちに並ばざら
めな」といっている点で 。 「この御か 」は源氏宮の容貌についてであるから、右大臣女と 「かたち」を比較して ることになる。源氏宮は「いと際なき」 「御かたち」であり、 右大臣女の「かたち」は「は たか」である。すべて外貌 ついて比較していることになり、文脈に乱れがない。明解である。　
つぎの（ロ） 、 「そゐそゐしう」 「ういういしく」 「ちゐちゐしう」
「むねむねしく」は右大臣の娘の放つ雰囲気を描写していることは諸本同じである。これらは「はなた 」と う語の前 あって「かたち」を形容する。ち みに「きわきわしき」 「 らきらしき」はすべて「はなたか」の後にあり、 を形容いる。注意すべき点は最古写本とされ いる深川本が「きわきわしく」であって、 「はなたか」が際立って ることを表現しているということである。
　
さて、問題のはじめの畳語、 「ういういしく」は初々しい様、 「ち





もっているが、それ以外はどちらか一方しかもたないことが指摘できる。このうち⑧の平出本は「初々しい」にも かわらず「きらきらし かたち」で、描写が並列しにく これ 対して①の深川本は「そゐそゐしい が「初初しい」 （う う しい）に収斂されるとしても、 「はなたか」 （鼻高）が「きわきわしきかた」 （際際しきかた） 、つまり際立 と うことであって、形容自体に 問題はない。ただ、 「そうかたちに 」の解釈が、全注釈のような場合は、文意が不自然であ ことは否めな 。②の伝為明筆本は そうかたち」 を女性の僧形、 つまり尼姿、 尼削ぎ 解釈した場合 「髪がみじ い」のに、 「きらきらしき」様で同一人物の形容とし は背反し、全注釈のように 相・かたち」 解した場合は、文意が不自然である。　
以上のことから、 「はなたか」の前に畳語の形容がつく 文は、








































































○（傍書「ハゝ」 ）めのとより外にあたりにもよせすき もなくこそかしつくなれみつからくゆる宮はらのむすめのやうにやあらんとてわ ひ給へは
⑦平出本、三十三丁裏




























。「堀河関白の言葉の中に出てくる「みづからくゆる宮腹 女」とは、この右大臣女をさすのであろう。 」と述べられ、 『狭衣』の「孫王だち、鼻高にきらきらしき様」という文から「 『みづからくゆる』の右大臣女は、母が宮 、本人は鼻高できらきら




大臣女の印象は、夕顔・浮舟のような内攻的でしおらしい女性である。 『狭衣』の異文の一つである右大臣女の形容、 「孫王だち、鼻高にきらきらしき様」とは明らかに相反している。しかし『狭衣』に登場する右 が、伝為家本や伝慈鎮筆本などが伝えるであろう、まだ十歳になったばかりで、初々しいさまの女であれば『風葉集』の右大臣女像とのずれは解消される。つまり樋口芳麻呂氏が前述の引用文の中で、 「右大臣女はあまり誇り高 姫君とも思え い」と不審を表明されているが、 風葉集』のみた『狭衣』本文が伝為明家本や伝慈鎮筆本などの本文をもっていた すれば何の問題もなのである。 『狭衣』は多くの異文が伝わるが 「みづ らくゆ 」と関わりを持つ「右大臣女」は該当部分の 一人 あることからこれが『風葉集』に載る「右大臣女」と照応することは ず動かな 。した って、 『風葉集』が採った『狭衣』では右大臣女は伝為家本か伝慈鎮筆本などと同様の本文をもった『狭衣』 描き出す右大臣女であったと考えられる。　
なお、伝為家筆本『狭衣』と同様の本文を持った『狭衣』が『風
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葉集』の依拠本として採用された可能性が高いことは、中城さと子氏が 『風葉集』 側から精査され、 出された結論と一致する
⑿
。 『風葉集』







も明白なように「きわきわしき」 「きらきらしき」という語は「はなたか」の後にあり、 「はなたか をより詳しく規定している。 きわきわしき は「はなたか」が際立って ること 規定しただけで、「はなたか」が「尊大・上品ぶって・高慢」であるということまでは示唆しない。しかし「きらきらし」は「はなたか」が単に鼻が高いという事実だけでなく、そこか 派生し 華麗 う意味 補う語である。　
ここで、平安期の物語において「鼻高」という形容された女でま









に醜女の常套的形容として用いられてい だけであって、そこには「尊大」や「上品ぶる」という意味合いはない。　『狭衣』 よりあとの 『今昔物語』 巻二十六・第十七においても、 「鼻高」は、 「鼻高ナル者ノ、 鼻崎ハ赤ミテ
⒂
」とあるが、 そこでも「尊大・
上品ぶる」という要素は含まれな 。こうした前後の物語における使用例からみても、 『狭衣』の右大臣女は単に鼻が際立っているという外貌上の特徴をもった と造型されただけではないかと考えられるのである。　
大日本国語辞典では「はなたか」の項には単に「鼻が高きこと。
又、 そのも 。 」とあり、 以下 続く二、 三、 四 用例 も「尊大」や、「得意げ」といった意味が挙げられていない。ただ、続いて新たに「はなだか」という濁音の項をたてて、その二番目に「自慢らしきさま、得意になるさまにいふ語」として、 『狭衣』 当該部分をあげる
⒃
。しかし『狭衣』の当初の右大臣女の造型が伝為明筆本などの










らしい女であった。 『狭衣』の一部 異本も同様の右大臣女を描いている。二種類の文学作品におい 、一致する「右大臣女」は「内攻的でしおらしい女」である。また『源氏物語』に登場する末摘花は親王の娘で、鼻が高く醜貌であるが、性格は純朴であった。 『狭衣』の一部異本の描き出す右大臣女は鼻が高いという特徴 ある 、同時に「初々しい」と形容されてい　『狭衣』の右大臣女について、主人公狭衣は父関白が右大臣女のことを「はなだか」といったのを聞 て、そのすぐあ に、 「かの思ひかけざりし宵の火影は、さしも白玉の疵ま は見えざりしかど、
鼻高は言ひあてたまへり」といっている。これは諸本共通する文である。狭衣は右大臣女の鼻高は、堀川関白が噂から想像するほどは際立ったもので ないが、しかし「高い」という範疇には十分入ると思っている。ここでは狭衣は「鼻高」を単に外貌的な特徴としか考えていない。この とからいっても右大臣女の「鼻高」という形容に当初は「尊大・上品ぶる」の意は含まれていなかったと考えれる。　「右大臣の秘すらん女」は『狭衣』という物語全体からみれば、話しの中だけ 登場する人物である。し しそれにして この部分の古写本間の本文異同が目立って甚だしいということは、一体何を示唆しているのであろうか。一つの可能性として、 『狭衣』 の本文が、この時点まで創られた段階ですでに流布し、作者も読者も今後、この女が物語にどこまでかかわるかは未知数であったということが考えられる。源氏宮と競う形 入内する姫君は、読者 想像を刺激したであろう。そのため、そ 人物造型をめぐってさまざまな書きかえなどの試みが生じ、異同が激しくなったので ないだろうか こうした物語 作成方法は現代においてもみられ 現象で り、とりたてて珍しいことではない。片岡氏は狭衣の本文の主要な異同は平安時代人の所業であるとされる 中城さと子氏はさらに鎌倉初期までその範囲を広げ、 『風葉集』成立時期までには主要な 文 成していたと推定されて る。両氏の推定に異論 ない。個々 異同を精査したときに、基本的な異文 上にあら に後世において行われた改変も指摘されうるであろう。現在の異文には幾重 も重た異なる時代の痕跡が残されていると考えるべきである。こ 右大臣女に関わ 異文、表１をみたとき 最古写本とされる深川本、そ
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の他平出本は「はなたか」の前後に畳語の形容をもつが、その他のものはどちらか一方であるというかなり明瞭な特徴が指摘できる。つまり「そうかたち」に重点を置 たものと、 「はなたか」に重点を置いた双方の読みがあって、 そこから異文が発生 （あるいは作成）されたと思われる。　
これらの中で「そんわうたちて」という語をもつ飛鳥井雅章筆本














と「きらきらし」 引かれて作成された、比較的新し 異文で ないか いう可能性が浮上する。 「宮腹」という語から「そうかたち」に変化が起こり、それ 「そんわうたちて っていった過程が想定されるのである。　
しかしながら、この「孫王だちて」 「きらきらしい」女という新
しい造型が疑われるものを除いても、この部分の異同が多 ことにはかわりない。こ ら 異文が古代においてすでに基 的に 発生していたとすれば、 『狭衣』が一つの物語として比較的まとまって創作されたにせよ、個々の段階において でに異文が発生し、その














































中城さと子「 風葉和歌集』の依拠本― 『狭衣物語 の場合― （その二） 」










片岡利博氏は「中世以後の人々」とされ（ 「平安時代人と文学」 、 「国
語と国文学」東京大学国語国文学会、平成十四年五月） 、中城氏は片岡氏に対して、 「 「中世の人々」と限定したい」とされる（前掲論文） 。
⒁
　
松田武夫「末摘花」 （ 『國文学』昭和三十二年五月） 、山本利達「作者
の人間理解―末摘花を中心に」 （ 『源氏物語の探究』十・風間書房・昭和六十年）など
⒂
　「鼻崎ハ」の「崎」は頭注に「正字は「先」 。 」とある。今昔物語中にこの用字法はいくつかみられる。
⒃
　
日本国語大辞典では三番目に 得意になること。自慢すること。また、
その人やそ さま。 」として狭衣物語「はなだかにきらきらしきかたちにやあらんとぞ」と用例を挙げる。
⒄
　
日本国語大辞典、
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